
当別町地域公共交通活性化協議会

○地域公共交通の課題
・利用者の移動特性に応じた交通サービスの提供
・交通空白地域等に係る移動手段の検討
・公共交通の利用を促す意識の啓発やふれあいバスの認知度向上
・高齢者に対する移動支援
・利用者の利便性の向上（情報提供のあり方）

○計画推進事業の主な内容
・総合時刻表の作成
・高齢者向け冊子の作成

○地域公共交通の現況
・ＪＲ札沼線 ６駅 （石狩当別駅、石狩太美駅、北海道医療大学駅、石狩金沢駅、
本中小屋駅、中小屋駅）
・当別町コミュニティバス（４路線）
・スクールバス（９路線）
・タクシー事業者（３社）

当別町

当別町は、人口１６，０７４人（平成３０年１２月１日住民台帳）、面積は４２２．８６平方キロメートルとなっており、札幌市の中心部から約１５～２５kmに位置している。当町の公共交
通状況は、ＪＲ札沼線が町内を東西に運行しており、各都市や空港、港に直結した国道２７５号と国道３３７号を有する交通の要衝となっている。当町の公共交通機関は、鉄道（ＪＲ
北海道）１路線、路線バス（コミュニティバス）４路線、タクシー事業者３社が運行しており、そのうち、コミュニティバスにおいては、当別町と民間２社の計３社による官民共同による運
行をしている。住民の公共交通に関する意識向上や利用促進に努めるとともにデマンド型交通の導入等も行ってきたが、少子高齢化や人口減少等の影響により、利用者の増加が
見込まれず、路線維持確保のために３社による負担金を拠出している状況である。また、ＪＲ北海道との協議の結果、札沼線の北海道医療大学駅以北の駅についても２０２０年５
月に廃止されることが決定した。このような中、路線の維持確保し持続可能な公共交通の実現を目指すため平成３０年３月に地域公共交通網形成計画を策定した。

上記のとおり、多くの住民等が利用可能となる運行形態を維持するため、当別町版ＣＣＲＣ構想に基づく公共交通の見直しや未だ解消されていない交通空白地帯の対策、さらな
る人口減少による利用者数の減少、また、ＪＲ札沼線北海道医療大学駅以北の廃止に伴う代替交通の確保など、全町的な地域公共交通の体系の構築が喫緊の課題となっている。

概 要

平成２０年２月１日設置

地図

○地域公共交通活性化協議会開催状況
平成30年6月14日 第1回協議会を開催
主な協議事項：平成29年度の実績報告について

平成31年度フィーダー系統確保維持計画
平成30年10月16日 第2回協議会を開催
主な協議事項：運行ダイヤ変更について
平成31年1月17日 第3回協議会を開催
主な協議事項：西当別道の駅線実証運行報告書（案）、事業評価
平成31年2月中旬 第4回協議会を開催
主な協議事項：平成31年度予算（案）及び運行事業計画（案）等



平成○○年○月○○日設置
当別町地域公共交通活性化協議会 計画推進事業の取組状況

１．総合時刻表の作成
・引き続き時刻表を作成し、全町民に配布する。
・その時その時の課題に沿った内容を時刻表に記載し、住民の利便性を高める。

２．高齢者向け冊子の作成
・今後も高齢者クラブへの講座の周知をしていき地域に赴き直接住民に公共交通の大切さを説明し、地域の声を聴いていく。

●計画推進事業の今後の改善点

１．総合時刻表の作成
・ふれあいバスの乗り方、市街地予約型線の使い方、系統図やＪＲとの乗り継ぎ情報
などを記載した、町内外の人にわかりやすい時刻表を作成した。
・広く周知するために全戸配布するとともに、公共施設や道の駅などにも設置した。
２．高齢者向け冊子の作成
・高齢者による運転の危険性とふれあいバスの乗り方を記載した冊子を作成し、
自動車の代替交通としてバスが有効であることを訴えた。
・地域の高齢者クラブに赴き、冊子を配付し講座を実施した。また、民生委員協議会の
定例会にて冊子の説明をし地域の高齢者へ配布を依頼した。
【実施回数】４団体に実施。今後も、高齢者クラブの総会にて講座の周知をしていき、
実施していく。

●計画推進事業の結果概要

計画通り事業は適切に実施された。

●計画推進事業実施の適切性

・高齢者向け冊子を作成し、直接地域に赴き住民に対し公共交通の大切さや地域の声を積極的に取り入れる取組をされている
点は評価する。

・総合交通マップ作成については、今後とも利用者や配布先の声を反映させ、利用者目線に立ったわかりやすい情報提供となっ
ているかなどの継続した評価・検証が必要である

・地域公共交通の改善に向けた取組は、一過性のものではなく、継続的な実施が求められることから、地域が実施した事業の内
容を振り返って、目標の達成状況などを評価・分析し、次の取組に反映していくという継続的な取組が重要であると考える
・引き続き公共交通確保維持に向けた取り組みを実施していくことを期待する。

●地方運輸局における二次評価結果


